
１．はじめに

クラスの児童生徒の声や学校周辺の自然の音を

用いて、教員が児童生徒とともに手作りの教材を

制作し、教育実践活動に取組むことは、音声や音

を取り込む教材づくりを可能とするソフトウエア

やハードウエアが存在しなかったこともあり、こ

れまでは不可能であった。

カセットや CD等を用いて音声や音を扱おうと

すると、学習内容（場面）に相応しい音声や音

を、活用したい場面で即座に頭出しすることが難

しく、いざという時にほとんど役に立たない。
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要 約

学校の平和教育に使用されている教本の日本語と英語による読み聞かせの教材の制作、新

しい学習指導要領のもとで始まった小学校の外国語活動用の副教材Hello Book ３の制作、

６年間で３００冊の本を読もうと取組む「おすすめの本」の紹介冊子の制作、１９９２年の地球環

境サミットにおける１２歳の少女のスピーチを児童生徒に送り届ける教材シートの制作、詩の

発表や学芸会の振り返りの活動用のシートの制作等を行い、児童生徒とともに教育実践活動

に取組んだ。これらの教材の制作と教育実践には、音声や音をドットコード化して紙に印刷

し、小さなツールでなぞることで、音声や音を、取り込んだそのままに再生できる「音声発

音（再生）システム」を用いた。児童生徒は、音声を刷り込んだシートを小さなツールでな

ぞるだけで音声が再生されることに驚くとともに、自分の意志でなぞることを通して学びの

動機付けを行なっていた。これらの教材は、児童生徒の思いを反映して何度も作り直したも

のや図書委員会の児童生徒自身が参加して制作したものも多く、協同で取組む、楽しい、記

憶に残る活動となった。こられの教材作りや教育実践活動における児童生徒との関わりの中

で、一緒に取組んだ学生も、多くの忘れ難い貴重な思い出を作ることができた。本論文で

は、最近、著者らが取組んでいる「ドットコードに触るだけで発音する」音声ペン用の教材

作りと教育実践についても触れる。
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著者らは、これまではほとんど活用されてこな

かった「目の前の児童生徒の声や学校周辺の自然

の音」を用いて教材を制作し、総合的な学習の時

間や教科などで活用する取組みを行なってい

る１－１２）。

八王子市立柏木小学校における図書委員会の児

童生徒による「おすすめの本」の紹介の活動や学

校探険における音声シートの活用、八王子市立元

八王子東小学校の教員と外国人英語指導員の山本

によるHello Book１， Hello Book ２の制作と英

語活動の取組み、八王子市立由木中央小学校にお

ける「校長先生の声の入った学校新聞の発行」の

取組みなどを行った２－９）。

また、筑波大学附属大塚特別支援学校では、根

本らによる「発音のない生徒とクラスメイトとの

コミュニケーションを図る取組み」、石飛らによ

る「音声入りのサポートブックを用いた日常生活

や自立支援活動の取組み」などが行われた１３，１４）。

肢体不自由児の通う筑波大学附属桐が丘特別支

援学校では、「離任した教員と児童生徒との声の

お便り交換の活動」「学校の児童生徒の様子を家

庭に送り届ける音声入りの学級通信の活動」「病

院併設学級に通う生徒と通っていた学級の生徒と

の声のお便り交換の活動」、そして、理科や社

会、音楽などの教科における取組みが行なわれ

た１５－１７）。

この他にも、広島県立黒瀬特別支援学校の阿部

による「反響言語がある自閉症生徒への音声を活

用した取組み」１８）、埼玉県立宮代特別支援学校の

海老原による「重複障がいをもつ生徒の自立支援

の取組み」１９）などが行なわれた。

本論文では、大妻女子大学社会情報学部環境情

報学専攻の学生が関わった「音声や音を活用した

教材作りと教育実践活動」について報告する。

また、生田がベンチャー企業と取り組んでいる

新しい音声ペンに対応した教材作りと教育実践活

動についても報告する。

２．教材作りのためのシステム

教材作りと教育実践活動には、PCに保存した

音声や音をスキャントークコード（STコード）

と呼ばれるドットコードに変換し、画像やテキス

トとともに編集し、通常のカラープリンターで印

刷するソフトウエア技術（このソフトウエアは、

現在、Sound Card Print Liteと呼ばれている）

と紙に印刷された STコードを読み取り、音声や

音を取り込んだそのままに再生するハードウエア

技術（この STコードを読み取り、再生するツー

ルは、現在、SNG Sound Readerと呼ばれてい

る）を用いている１，２，２０，２１）。

図１に、PCに保存した音声を、Sound Card

Print Liteを用いて絵やテキストとともに編集し

ている画面を示す（「ランドセルをしょったじぞ

うさん」の６ページ目の編集画面である）。音読

活動用の「語り（音声）」がドットコードに変換

されている。画面のドットコードを右クリックす

ることで音声や音を再生・確認することができ

る。

この編集画面を、沖データ製のカラープリン

ターで印刷することで、編集画面のイメージその

ままに、音声はドットコードで印刷される。

印刷されたドットコードをなぞって、音声や音

を、取り込んだそのままに再生する Sound

Readerを図２に示す。手で包み込むようにして

持てる大きさとなっている。

著者らは、これらのシステムを「音声発音（再

生）システム」と呼んでいる。このシステムは、

１９９７年にオリンパスによって開発された２０）が、広

く受け入れられるものとはならず、その後、新宿

日本語学校２１）によって、ほそぼそと維持されてき

たものである。

本システムで取り扱うことのできる音源１個の

長さは、最大で４０秒ほどであるが、小学校などの

教育実践活動においては、多くの場合、十分な長

さである。（長めの音声は、紙面の幅によっては

折り返す必要がある。図１では、４行に折り返し

てある。）

音声や音をドットコードに変換し、画像やテキ

ストともに編集し、普通紙に印刷する Sound

Card Print Liteの持つ機能は極めて限られてい

るが、その分操作が簡単であり、PCの苦手な教
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員でもマニュアルなしで教材開発に取り組める利

点がある。

本システムを用いて制作できる教材は、特定の

教科に限定されるものではなく、教員や児童生徒

のアイディア次第で、総合的な学習の時間を始め

とする教科外の活動にも幅広く活用できる１１－１９）。

３．手作り教材と授業実践

３．１「ランドセルをしょったじぞうさん」と教育

実践

八王子市の平和教育の教材として利用されてい

る「ランドセルをしょったじぞうさん」の日本語

と英語による読みきかせ用の教材を制作し、八王

子市立元八王子東小学校等の授業で実践を行っ

た。

「ランドセルをしょったじぞうさん」は、八王

子市に伝わる実話を元に、古世古和子（作）、北

島新平（絵）により、１９８０年に発表された次のよ

うな作品である。

「ケンジは、肩ひものちぎれたランドセルの修

理をお母さんにたのんだまま、とつぜん疎開先の

お寺をおそった空襲で死んでしまった。お母さん

はわが子に似たじぞうさんにランドセルを背負わ

せます。じぞうさんは、現在もじっとたっていま

す。」２２）

古世古氏と北島氏の許諾を得た上で、八王子市

で教員をしていた武井が日本語で、外国人英語指

導員をしている山本が英語で読み聞かせの朗読を

行い、紙の上に音声を刷りこみ、手作りの冊子に

した。（図３）制作した第１部は、日本語、英語

ともに１９ページからなる。

手作りの冊子（全３部構成の第１部が完成）

は、２０１１年１月に、武井が現役時代に最後に勤務

していた八王子市立元八王子東小学校で、山本の

外国語活動の授業の中で実践を行った。児童の中

には、「ランドセルをしょったじぞうさん」の本

や「ランドセルをしょったじそうさん」がある相

即寺を知っている児童もいて、平和の尊さを噛み

締めながら、この音読活動に参加してくれた。ま

た、英語版の音声は、外国語活動を行っている山

本の声で音読していることもあり、児童は親しみ

を持って再生される音声に耳を傾けていた。

それぞれのページの文章全体を一本のドット

コードとして変換しているため、最大で５分割さ

れたものもあるが、児童はスムーズにドットコー

ドをなぞり音声を再生することができた。（図

４）

現在、第２部と第３部の制作に取りかかってい

る。第１部を手に取った八王子市立柏木小学校の

教員からは「自分の学校の教員の声で教材をつく

れたら」という声が上がり、柏木小学校版の「ラ

ンドセルをしょったじぞうさん」の制作について

の議論が始まっている。

この第１部の制作には、大妻女子大学社会情報

図１ Sound Card Print Lite での編集画面

図２ Sound Reader
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学部の久保田と佐藤があたった。

３．２ Hello Book ３の制作と授業実践

著者らは、これまで、小学校の総合的な学習の

時間の外国語活動などで用いる英語教材として、

Hello Book １、Hello Book ２を新宿日本語学校

から出版した３－４）。これらの教材は、「予算の関係

で月に１回ほどしか訪ねてこない外国人英語指導

員が次に訪ねてくるまでの間に、児童が英語指導

員の声を自由に聞くことのできる教材を作ろう」

と始めたものである。

Hello Book １、Hello Book ２は、現在、八王

子市や日野市の小学校、筑波大学附属桐が丘特別

支援学校など１０数校で使用されている。

これらの教材に加えて、より会話を重視した教

材を作ろうとHello Book ３の制作に取り組ん

だ。

冊子中の３人の登場人物の声は、英語指導員の

山本、元八王子東小学校の教員である小澤、大妻

女子大学の学生の足岡が担当し、足岡と生田が教

材の制作を担当した。（図５）

Hello Book ３の教材は、現在、山本が授業を

行っている八王子市の小学校や筑波大学附属桐が

丘特別支援学校の外国語活動（英語活動）の授業

で活用する準備を進めている。

３．３「世界で活躍した（している）日本人」の教

材作りと教育実践

生田らは、新宿日本語学校とともに、世界で活

躍した（活躍している）日本人１６人を紹介する教

材の制作を進めている。教本は、「活躍した（し

ている）日本人」それぞれについて、日本語を中

心とする「その人となり」を紹介する２ページと

「教員と児童生徒との英語による（その人に関す

る）やりとり」２ページ、計４ページからなる。

この教本は、小学校の外国語活動だけでなく、総

合的な学習の時間や国語、社会、道徳の時間など

でも活用することを目指して制作している。

本教本のプロトタイプを制作するため、篠原

は、八王子市立柏木小学校の児童による評価をい

ただきながら教材シートの改良に取組んだ。

まず、本教本（「世界で活躍した…」）で取り上

げる１６人の中から児童にもなじみのある５人を選

び、学習シートの試作品を制作した。学習シート

の制作に当たっては、親しみを感じてもらえるよ

うにと、手作り感を大切にした。（図６）

柏木小学校の教員の「小学生には難しい内容

図３ 平和教育用の手作り教材

図４ 授業の様子

図５ 英語学習用教材Hello Book ３
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で、易しくする必要ある」という指摘を受け、「こ

の人、ダレだ？」というタイトルの壁新聞（図７

の左下の図）に作り替えた。

この壁新聞では、学習シート作りに取り上げた

５人の人物の中から黒柳徹子と中田英寿の２人を

選び、A４の用紙２枚にドットコードを貼り付け

た。学習シートのときよりも内容を減らし、英語

の部分は単語だけの簡単なものとした。

この壁新聞は、教員にも好評で、学校の廊下に

掲示し、児童からも「写真が大きく貼ってあるか

ら教材に興味を持てた」等の感想をいただいた。

こうした児童の反応を踏まえ、より興味を持って

もらえるようにと、サウンドリーダーの特徴を活

かした「この人ダレだ？」という壁新聞の第２弾

を作成した。

この壁新聞では、小学生でもよく知っている石

川遼、浅田真央、加藤清四郎を取り上げ、１２月と

いうクリスマスシーズンならではの英語教材作り

にこだわった。また、制作を担当した篠原の顔写

真と自己紹介の音声を貼り付けた。児童から、

「自分たちの知っている人なので興味が湧いた」

「サンタさんや制作者の自己紹介が載っているの

が楽しい」という感想を頂いた。

児童生徒に馴染みのある人を取り上げ、教室で

はなく廊下に壁新聞として掲示することで、休み

時間などに、児童の自主的な「学び合い」が始

まった。

３．４ 読書活動のための教材作りと教育実践

八王子市立柏木小学校では、６年間の間に３００

冊の本を読もうと児童に声がけを行なうととも

に、朝の読書活動、保護者による読み聞かせの活

動に取組んでいる。これまでも図書委員会の上級

生の児童が、「おすすめの本」を自分たちの声で

紙に刷り込み、下級生が「図書室でなぞって聞

き、その本を手に取って読む」活動を行ってき

た。

河井と林は、柏木小学校を舞台に、「おすすめ

の本」を紹介するポップ作りと読書推進活動に取

組んだ。

ポップ作りに用いた画用紙の色は、児童が威圧

感を感じないようにと水色・薄いピンク・薄い

紫・黄緑色・クリーム色にした。また、本のタイ

トルは、手作りの温かさを出すために手書きにこ

だわった。（図８）

２年１組と３年２組の読書活動の時間に、河井

と林は、ゲストティーチャーとして参加し、児童

と一緒に読書活動に取り組んだ。

宝探しのときのように、ポップを図書室のあち

こちに置いてみた。「さあ、はじめましょう！」

と声かけをすると、児童はいっせいにサウンド

リーダーを使って音声コードをなぞって、ポップ

を読み解きにかかった。一人がバーコードをなぞ

図６ 「世界で活躍した」教材のプロトタイプ

図７ 手作りの壁新聞と活動の様子

図８ 音声入りのポップ 図９ ポップをなぞって
聞く児童たち
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り、音を再生すると、それをみんなで聞くという

スタイルで仲良く読書活動を進めることができ

た。（図９）

「サウンドリーダーはとても楽しいですか」

「おすすめの本を聞いて読みたくなりました

か？」「サウンドリーダーでオススメの本を紹介

したいとおもいましたか？」という三つの質問か

らなるアンケートもとることが出来た。

「サウンドリーダーはとても楽しいですか」と

いう質問には、８８％の児童が「とても楽しい」

「楽しい」と答えた。「おすすめの本を聞いて読

みたくなりましたか」という質問には、８３％の児

童が「とても読みたいと思った」「読みたいと

思った」と答えた。また、「サウンドリーダーで

（自分も）オススメの本を紹介したいとおもいま

したか」という質問には、６６％の児童が「すごく

オススメをしたいと思った」「オススメをしたい

と思った」と答えてくれた。

読書活動に参加した児童が、２年生、３年生で

あり、「自分でポップを作るのは難しそう」と感

じながらも、「音声の出るポップ」による読書活

動は楽しい活動だったことが分かる。この読書活

動の取組み後に、児童から「もっと沢山ポップを

作って欲しい」というリクエストがあり、全部で

４０枚近くのポップの制作（現在も図書室に置いて

ある）となった。

３．５ 環境の大切さを学ぶ教材作りと教育実践

１９９２年に、ブラジルのリオ・デ・ジャネイロで

開かれた国連の地球環境サミットにおいて、当時

１２歳のカナダ人の少女セヴァン・スズキが各国の

代表団を前にして行った「これからの世代の為に

環境と世界の資源を守って欲しい」というスピー

チは、少女の素直な願いを述べたものとして、今

でも語り継がれている２３）。

寒風澤は、この１２歳の少女の願いを、一人でも

多くの未来を担う児童に知ってもらいたいと考

え、スピーチの内容を刷り込んだ２２枚に及ぶシー

トを制作した。（図１０）

この制作したシートを八王子市立柏木小学校の

低学年から高学年にわたる幅広い年齢層の児童に

読んでもらい、感想をいただいた。児童の中に

は、日頃、図書委員会で活躍している児童も含ま

れ、低学年の児童に「もっと本を読もう！」と呼

びかける音声入りシートを作った経験を持ってい

た。

低学年の児童は、シートから音声が飛び出るこ

ともあり、強い興味を示して読んでくれたが、

「楽しかったが、内容が難しい」という反応が多

かった。

中学年の児童は、「内容は難しいけど楽しかっ

た」「音が出る本は楽しくて、環境に興味を持て

た」「こういう音の出る本は初めてだから、面白

くてもっと読みたいと思った」などの感想を寄せ

てくれた。中学年の児童にとっても少し難しかっ

たように思われたが、低学年の児童とは違い、ス

ピーチの内容を少しでも理解しようと努めている

ように感じた。

高学年の児童からは、「環境問題についてあま

り考えたことがなかったのですごく興味をもっ

た」「スピーチが少し難しくて、同い年の子が

言っていることだとは思わなかった」「環境問

題ってことについてあまり知らなかったから、考

えてみようと思った」といった感想をいただい

た。なぞると音声が飛び出るという楽しみだけで

なく、制作したシートのスピーチの内容にも興味

を示してくれた。

本シートのような、声で環境問題を読み解き、

楽しみながら学習を進めるきっかけ作りとなる教

材が用意されていることも大切であると感じた。

３．６ 詩の発表と学芸会の振り返りの活動

尾関は、八王子市立第６小学校の３年生のクラ

図１０ スピーチで学ぶ環境学習のための教材
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ス担任であった牧野とともに、児童が国語の時間

に制作した詩を「音声発音（再生）システム」を

使って発表する取組みを行なった。

「発表してご覧！」といっても恥ずかしがって

発表が出来ない児童がいることから、あらかじめ

ICレコーダーに自分の詩を取り込み、ドット

コードの形で紙に印刷し、サウンドリーダーでな

ぞって発表する活動を行った。（図１１）

サウンドリーダーをなぞって自分の声を再生し

ている児童の中には、恥ずかしがって耳を塞ぐ児

童もいたが、聴いている児童たちはニコニコ楽し

そうに耳を傾けていた。

また、学芸会の振り返りの活動では、学芸会の

場面ごとに班を作って、各場面の説明や工夫した

ところを会話形式にまとめて発表する活動を行

なった。１人だけで出場した場面では、出場者に

インタビューをして発表用のシートを制作した。

振り返りの発表の時は、黒板の前に学芸会の時

に撮った写真を張り、その前で STコードをな

ぞって発表した。緊張のためか上手くなぞれない

子もいたが、うまくなぞれて音声が聞こえると頷

く児童も多く楽しい活動となった。

４．新型の音声ペンを用いた教材制作と教
育実践

３章で述べた教育実践活動に用いた教材作りに

は、Sound Card Print Liteを用いている。この

Sound Card Print Liteは、扱える音声ファイル

が wav形式のみ、また、Microsoft WORDなど

の文書整形プログラムで作成したファイルや

Adobeの PDFファイルを開くことができないな

ど、物足りない点も多いが、その分操作が簡単

で、PCの苦手な教員でもマニュアルなしで教材

を作ることができる。

音声がドットコードの形で紙そのものに印刷さ

れることから、シートを変えるだけで、時と場所

を選ばず、さまざまな音声や音を再生することが

できる。

また、この音声や音の再生には、紙に印刷され

たドットコードを自分の意思で「真っ直ぐになぞ

る」という能動的な行為が含まれており、学習に

おける「学びの動機付け」としても極めて大切な

ものである１，２，８－１９）。

一方で、これまでの教育実践活動の中でも明ら

かになったように、上肢の不自由な児童生徒、重

い知的障がいを持つ児童生徒にとっては、自分の

力でドットコードを真っ直ぐになぞることができ

ず、音声や音の再生に教員やボランティアの支援

を必要とする場面が多々あった。

そこで、生田、上山らは、グリッドマーク２４）や

アポロジャパン２５）などのベンチャー企業と共同

で、触るだけで音声や音が再生される音声ペンに

対応した教材制作と教育実践に取組んでいる。現

在用いている音声ペンのシステムは、次の二つで

ある。

� グリッドマークと沖データの開発したシス

テムでは、「わずか２mm角に約３００兆のコード

を生成可能な、世界でも最高峰の印刷型ステガノ

グラフィ技術（見えないデータを埋め込む技

術）」を用いている。閲覧性に優れた印刷物とデ

ジタルメディアを直接リンクできる（このシステ

ムは、Grid Onputと呼ばれている）２４）。

音声や動画などのマルチメディアとのリンク情

報を、ドットコードの形で目には見えない薄さで

紙の上に印字するソフトウエアは、グリッドレイ

アウタと呼ばれている。また、ドットコードに赤

外線を照射し、その反射光を撮影・解析すること

図１１ 詩の朗読活動のためのシートと活動の様子
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で、ドットコードの情報を読み取り、マイクロ

SDカードの音声を再生する音声ペンは SPEAK-

ING PENと呼ばれている（図１２）。

� アポロジャパンのシステムは、「印刷物な

どの二次元媒体に音声などの大量情報を埋め込む

ためのコードで、従来の二次元コード（６０バイ

ト）と比べ、数百キロバイト以上のデータを処理

できる」技術を用いている。このシステムのソフ

トウエアは「画竜点声」と呼ばれ、グリッドレイ

アウタ同様、目に見えないほどの薄さでドット

コード（Screen Codeと呼ばれている）を印字す

ることができる。この画竜点声によって印字され

たコードを読み取る音声ペンは、Speakunと呼

ばれている（図１３）２５）。

これまで「音声発音（再生）システム」を用い

て制作してきた教材を、それぞれの音声ペンで使

えるように作り直すとともに、新しく「おすすめ

の本－１、おすすめの本－２」の冊子を制作し、

教育実践を行っている２６－２９）。

現在までに、次のような音声ペンに対応する教

材を制作した。

「SPEAKING PEN」用の教材

１．Hello Book１

２．Hello Book２

３．Emi & Alex with Sound Reader Vol．１

４．Emi & Alex with Sound Reader Vol．２

５．おすすめの本－１

６．ランドセルをしょったじぞうさん（英文、

和文）

７．おすすめの本－２

「Speakun」用の教材

１．Hello Book１

２．Hello Book２

３．Emi & Alex with Sound Reader Vol．１

４．Emi & Alex with Sound Reader Vol．２

５．おすすめの本－１

６．ランドセルをしょったじぞうさん（英文、

和文）

これらの教材のうち、Speakun用の「Hello

Book １」、「Hello Book ２」、「ランドセルを

しょったじぞうさん」は、肢体不自由児の通う筑

波大学附属桐が丘特別支援学校の英語の授業で使

われている。（図１４）

これらの教材では、これまで Sound Readerを

使ってきた児童生徒が、新しい音声ペンでどこに

さわると音声が再生されるかが一目で分かるよう

に、これまでの Sound Reader用のドットコード

の上に、新しい音声ペン用のドットコードを被せ

てある。

これまでの Sound Readerでは真っ直ぐにドッ

トコードをなぞれなかった児童生徒も、紙に触る

だけで音声が再生されることから、自分の力で外

国語活動や音読活動に参加できるようになった。

また、SPEAKING PEN用の「おすすめの本

－１」「おすすめの本－２」の冊子は、声を刷り

込んだ児童の在籍する八王子市立柏木小学校で使

用され、好評を博している。（図１５）これらの「お

すすめの本」では、画像全体に新しいドットコー

図１２ SPEAKING PEN 図１３ Speakun

図１４ 音声ペン用の英語教材Hello Book １，２
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ドを被せてあり、画像のどこに触れても音声が再

生されるように作ってある。

最近、生田は、これまで活用してきたサウンド

リーダー用のコンテンツに、新しい SPEAKING

PEN用のコンテンツを付加し、かつ、日本語と

英語で切り替えて使う「ランドセルをしょったじ

ぞうさん」の教材を制作している。（図１６）

この教材を用いることで、サウンドリーダーで

も SPEAKING PENでも音声を聞くことがで

き、さらに、日本語、英語を自由に切り替えなが

ら「ランドセルをしょったじぞうさん」の音読活

動ができるようになった。

５．優れた手作り教材システムの開発を目
指して

本論文で報告した教材づくりと教育実践活動

は、大妻女子大学社会情報学部の学生が、学校現

場の教員や外国人英語指導員の協力を得ながら取

組んだものである。

それぞれの活動において、児童生徒や教員との

話し合いの中から幾度となく教材を作り直り、少

しでも児童生徒が楽しみながら学べるようにと取

組んだ。

これらの教材冊子は、授業で活用することを目

指して取組まれ、盛り込むべき内容の検討、音声

の取り込み、絵やテキストの編集作業など、長期

間の取組みを経て制作され、実際に、外国語（英

語）活動や音読活動の時間などで活用され好評を

博している。

新しい学習指導要領のもとで、小学校の５、６

年生で始まった外国語活動のための「ネイティブ

の声が聞こえる副読本と音声ペン」２４，２５，３０－３４）は、児

童生徒の英語活動に深みを与えるものとして欠か

せないツールとなりつつある。一方で、「できあ

い」の副読本を活用するだけでなく、学校の教員

が目の前の児童生徒の顔を思い描きながら、児童

生徒ひとり一人に対応した教材作りを行うことが

大切と考える。

ドットコードに触れるだけで音声が再生される

「音声ペン」は、ドットコードを真っすぐになぞ

る従来の「音声発音（再生）システム」を使えな

かった児童生徒にとって、自分１人の力で操作で

きる優れたツールとなっている。

一方で、これらの音声ペンに対応した教材を制

作するための「グリッドレイアウタ」や「画竜点

声」と呼ばれるソフトウエアは、現在のところ極

めて高価であり、現場の個々の教員が購入できる

価格とはなっていない。

ベンチャー企業との共同研究が進み、児童生徒

一人一人のニーズに対応した教材シートを制作で

きる「使い勝手に優れたソフトウエア」が手頃な

価格となり、学校現場で自由に使えるようになる

ことが大切と考える。

図１５ 音声ペン用の教材「おすすめの本２」

図１６ 新しい「じぞうさん」の教材
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Abstract
The authors have developed hand-made teaching materials with voice ; (i) story-telling

books for peace education widely used at elementary schools in Hachioji, (ii) “Hello Book

3” for learning “English”, (iii) introduction side-readers for the elementary students to

read more books (iv) textbooks for learning the speech performed by a Canadian girl at

the First Earth Summit of United Nations (ECO92) held in 1992 in Rio de Janeiro, and so

on. For developing these hand-made teaching materials, a “Sound Pronunciation System”

was used, where original voices and sounds were transformed into dot-codes, edited with

pictures and texts, and printed out by an ordinary color printer. The dot-codes printed on

paper were traced with a handy tool to decode them into the original voice and sound.

Many school activities with the present hand-made teaching materials were performed in

cooperation with the schoolteachers. Tracing the dot-codes on the sheets and reproducing

the original voices moved the students very much: they acquired the motivation of their

learning and expanded it to collaboration with the classmates. Some of the teaching ma-

terials were made together in cooperation with elementary and university students. De-

veloping such hand-made teaching materials and performing school activities at the class

allowed the elementary students to have fun and good memories and university students

also enjoyed. Recent development of hand-made teaching materials for new sound pens,

which pronounce voice just by touching the dot-codes on the printed-sheet, and school ac-

tivities were briefly depicted.
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